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「レイベリング論」から「相互作用論」へ（２） 41
コミュニケーション紀要






















































































































































１－１　“Whose Side Are We on?”






























































































action）であると考える．Mead や Blumer が


























































徒 の た め の 社 会 学 」 で あ る と 決 め つ け る
（Gouldner1968:103-110）．
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２－１　Scheff vs. Gove 論争




































てデータを示しつつ Gove は Scheff を批判する
（Gove1970:875-881）．































































































































































































































































た Rubinton & Weinberg（1981b）のみである．








ながりを強調し，Fuller & Myers 等に言及する
ことになった．Kitsuse & Spector は，社会問題









リ ン グ 論 」 に 訣 別 し，「 逸 脱 の 相 互 作 用 論 」























































































































発 表 さ れ て い る． 前 者 で 反 批 判 を 展 開 し た




論」のかわりに Kitsuse が Gibbs（1966）にならっ
て「新しい概念」，Schur が「社会的反作用論」

































































































































































































































































































































Cohen（1965: 9） の い う「 不 連 続 性 の 仮 定
（assumption of discontinuity）」81）を埋めるもの
なのである．プロセスを重視する分析のために


















































































































































行 っ て い な い わ け で は な い．Rubington &
Weinberg は表 13 のような枠組みで相互作用論
を整理し，部分的には要因の抽出も行なってい
る．表 12 と比べると，Schur においては逸脱下
位文化をどこに位置づけるかはっきりしていない





























































（１） 楽観視（optimize）  
想定された（assumed）逸脱を一時的な
ものとみなすこと．
（２） 中和化（neutralize）  
想定されている逸脱を取るに足りないも
のとして無視すること．82）
（３） 正常視（normalize）  
想定されている逸脱を正常行動の一変種
にすぎないものとみなすこと．
（４） 悲観視（pessimize）  
逸脱を永遠的なものとみなすこと．  




















（３） 因襲社会での生き方を身につける機会  
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要因が 15 章で論じられているが，残りの章では
記述研究の紹介に終始している．











































































































図 10　分析枠組と本書の構成（大村；宝月 1979: 29）＊
 ＊⇨は逸脱の社会的機能を示す．
































































（projecting courses of action）という概念に，
Schur は類似を見出す．また「自由」や「個人の










































































































































































































































くるが，Waller から Fuller&Myers への価値葛
藤論は，Becker や Kitsuse & Spector の一連の
考察に明らかなように，相互作用論の出発点と

































































Becker や Schur にみてきたところである．大レ
ベルでは，Fuller & Myers によって提唱された













































































ま っ た く 異 質 の も の と い う わ け で は な く，

























証，Coser & Otto の 編 に よ る『The Uses of 
Controversy in Sociology』（1976）においてレイ
ベリング論が取り上げられたこと（Gove 1976,
Conover 1976, Lemert 1976）， 雑 誌『Social 
Problems』の社会問題研究学会（Societyforthe
Study of Social Problems）創立 25 周年記念号



































ア メ リ カ 社 会 学 会（American Sociological





















（Society for the Psychological Study of Social
Issues: SPSSI，雑誌『Journal of Social Issues』
はその機関誌）の名称を科学的社会問題研究学会














































































できない．彼は 1961 年秋の９巻２号から 1964 年




























ると，Erikson や Scheff は学会発表での反響が芳



































こで Kitsuse と Erikson は彼らの草稿を発表




（Kitsuse の Spector 宛 1976 年２月 10 日付
私信）
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愛を刑法上の罰としないことを提案する報告書が
出されたのが口火となり，1960 年代には多くの







































































































































































































































































































































































contest）， あ る い は「 逸 脱 闘 争 」（deviance
struggle）の産物と捉え，精神病，堕胎，監獄，売春，
強 姦，企 業 犯 罪，同性 愛という逸 脱を，隔離























































































































































































































Sa が SP を正機能的な方向に誘導する．このよう





























（secondary-   















































































PP と Sa とが「出会う」状況，あるいはそれ
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1957 ＝ 1961: 384）のに対し，アポロンの神託を
実現させまいとするオイディプスは，予言どおり
実 父 を 殺 害 し 実 母 と 結 婚 し て し ま う（K. R.







































































R. M. MacIver は，Merton の い う self-
fulf i l l ing prophecy を，self-fulf i l l ing 
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ては，Marx 没後 100 年を経ても「予言」が実現
しないことに疑問の声が挙がっているという




























































































ては Allport & Postman（1947 ＝ 1952）の，流
言 の 発 生 量 を 規 定 す る 要 因 と し て の 曖 昧 さ
（ambiguity） と 重 要 性（importance） の 指 摘，









を Sa に置くことであり，＜ PP → Sa ＞連関に代
えて＜ Sa → SP ＞連関の分析次元を転換するこ
とである．この分脈では，「予言の自己成就」説
とは，
＜ PP → Sa ＞の連関は，きわめて恣意的でな
んの必然性もなかったのに，＜ Sa → SP ＞の
関係によって，＜ PP → Sa ＞の関係までもが






的 解 釈 で あ る． ＜ Sa → SP ＞ の 連 関 を ＜




Sa → SP ＞の必然性があたかも＜ PP → Sa ＞の
94
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必然性であるかのごとく解釈されることと捉えた
方がよさそうである．
さて，レイベリング論を＜ PP → Sa → SP ＞と
広 く 捉 え る と， ＜ 否 定 的 裁 定（negative
sanction）: NSa → 否 定 的 行 為（negative
performance）: NP ＞（これを大村は「ギャング
の社会学」と名づける）のみならず，＜肯定的裁
定（positive sanction）: PSa → 肯 定 的 行 為







会学」との中間的位置を占める＜ PSa → NP の
抑制＞の連関が，非行理論としての自己観念論















































































































































































（Laing & Esterson 1970 ＝ 1972: 207-
208）
＜ NSa → NP ＞という狭義のレイベリング論













































































































































Buckley が Parsons の均衡－機能モデルよりも
Homans の均衡モデルを評価するのは，前者が形
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（Robert A. Gordon），身体障害（Richard T.
Smith），犯罪（Charles R. Tittle），少年非行
（Travis Hirschi），ヘロイン中毒（William E.
McAuliffe）， 性 逸 脱（Edward Sagarin &
Robert J. Kelly）の８つであり，括弧内が発表
者 で あ る． 対 す る コ メ ン テ ー タ が John I.
Kitsuse（The “New Conception of Deviance”
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（free will）パースペクティブに基づいている．
⑨レイベリングとは，逸脱イメージ・下位文化




























78） 船津が依拠しているのは，Blumer の『Symbolic 
Interactionism』（1969）である．
79） 以下に紹介する叙述で Schur は，「stereotyping」
ということばを用いているが，本論では，これ
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４章の注
86） 大会は，1975 年８月にサンフランシスコで開か




SSSP as a SocialMovement: Challenges, Past
andPresent
ElizabethB.Lee&AlfredM.Lee,TheSociety
for the Study of Social Problems: Parental
RecollectionsandHopes.
Barry Skura, Constraints on a Reform
Movement: Relationships between SSSP and
ASA,1951-1970.




James N. Henslin & Paul M. Roesti, Trends
and Topics in Social Problems 1953-1975: A
ContentAnalysisandaCritique.
Malcolm Spector, Labeling Theory in Social
Problems:AYoung Journal Launches aNew
Theory.
Richard Colvard, Evaluations of Social




Melvin L. Kohn, Looking Back-A 25 Year
Review and Appraisal of Social Problems
Research.
Irving Louis Horowitz, Looking at “Looking
Back” : A Brief Critique of Melvin L. Kohn’s




Robert H. Lauer, Defining Social Problems:
PublicandProfessionalPerspectives.
S. M. Miller, The Political Economy of Social
Problems:FromtheSixtiestotheSeventies.





















争 が な い こ と， の ５ 点 で あ る．『Social 
Problems』24 巻１号所収の各論文は，多かれ
少なかれ，この Lee & Lee（1976）の議論を下
敷にしている．
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94） 所収論文は７編で，うち６編は『The Other 
Side』に再録されている．注（58）で＊をつけ
たものがそれである．もう一編は，Harold W.
Pfautz，“Near-Group Theory and Collective
Behavior:ACritiqueReformulation”．
95） Becker の『Outsiders』は Kuhn のいう「著書」
にあたり，教科書とはいえない．彼の『The 
Other Side』や Rubington&Weinberg が 1968
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ArnoldRose Chicago 1946 Minnesota
CarolineRose Chicago 1943 ｃ Minnesota
LouisWirth Chicago 1936 Chicago
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者 Howard Becker が，本論で取り上げてきた，






Goffman, Garfinkel が Mead と共に社会学的伝





111）徳岡が W. I. Thomas について述べる際に用い
ているのは，Vaokarted.（1951）である．









































があるという T. S. Szasz（1974 ＝ 1975）を下
敷としている（Szasz の初版は 1961 年に出てい



















03） ア メ リ カ 社 会 学 会（American Sociological
Society）は 1905 年に創設されたが，1959 年に，
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